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６
月　
日
（
金
）
は
、
市

３０

民
税
・
都
民
税
第
１
期
の
納

期
限
で
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵

便
局
）・コ
ン
ビ
ニ
で
お
納
め

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

市
税
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

政
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
市
の

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、　

年
度
下
半
期
（　
年

２８

２８

　
月
１
日
～　
年
３
月　
日
）
の

１０

２９

３１

予
算
執
行
、
基
金
、
市
債
の
現
在

高
、
財
産
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市

債

の

状

況

　
道
路
、
公
園
の
整
備
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
、
将
来
そ
の
施
設

を
利
用
す
る
世
代
に
も
負
担
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
な
事
業
の

場
合
、
市
で
は
事
業
費
の
一
定
割

合
を
「
市
債
」
と
し
て
国
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
現
在
高
＝
３
２
２
億
４
７

７
１
万
４
千
円

　
【
内
訳
】一
般
会
計
＝
２
３
２
億

９
１
０
１
万
３
千
円
▼
下
水
道
事

業
特
別
会
計
＝　
億
５
６
６
９
万

８９

１
千
円

市
民
負
担
の
状
況

　
市
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
市
税
の
ほ
か
、
国
や
都
か

ら
の
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
＝

　
万
５
千
円
▼
１
世
帯
当
た
り
の

１４市
税
負
担
額
＝　
万
７
千
円

３１

基

金

の

状

況

　
基
金
は
家
計
で
言
え
ば
「
預
貯

金
」
に
当
た
る
も
の
で
す
。
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
る
事
業
に
備

え
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

目
的
ご
と
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
基
金
現
在
高
＝　
億
５
０
４
５

６３

万
４
千
円

　
【
内
訳
】財
政
調
整
基
金
＝　
億
３７

２
９
４
４
万
６
千
円
▼
そ
の
他
の

基
金
＝　
億
２
１
０
０
万
８
千
円

２６

公
有
財
産
の
状
況

　
公
有
財
産
と
は
、
市
が
所
有
す

る
不
動
産
や
動
産
な
ど
を
言
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
土
地
、
建
物
な

ど
の
財
産
は
次
の
通
り
で
す
。

　
土
地
＝　
万
６
４
９
０
・　

平

５８

４４

方
丿
▼
建
物
＝　
万
４
２
９
４
・

１９

　
平
方
丿
▼
工
作
物
＝
１
４
４
カ

６９所
　
※
各
計
数
は　
年
３
月
末
現
在

２９

の
も
の
で
す
。
原
則
と
し
て
表
示

単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、
合

計
な
ど
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

一

般

会

計

　
【
予
算
総
額
】４
２
３
億
４
４
５

万
２
千
円
。
当
初
予
算
額
は
４
０

５
億
６
６
０
０
万
円
で
し
た
が
８

回
の
補
正
を
行
い
ま
し
た

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
３
６
９
億

２
２
３
０
万
８
千
円
▼
収
入
率
＝

　
・
３
％

８７
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
３
５
６
億

１
２
７
９
万
４
千
円
▼
執
行
率
＝

　
・
２
％

８４国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】１
５
０
億
８
２
４

６
万
３
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
１
３
０
億

６
１
８
２
万
４
千
円
▼
収
入
率
＝

　
・
６
％

８６
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
１
３
２
億

２
５
２
万
４
千
円
▼
執
行
率
＝

　
・
５
％

８７後
期
高
齢
者
医
療 

特

別

会

計

　
【
予
算
総
額
】　
億
８
５
１
１
万

２７

７
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
５
８

２７

８
０
万
円
▼
収
入
率
＝　
・
１
％

９９

　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
６
２

２７

９
３
万
８
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
９９

２
％介

護
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】　
億
７
５
１
３
万

８３

３
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
５
７

７４

７
５
万
７
千
円
▼
収
入
率
＝　
・
８９

１
％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
３
７

７１

９
８
万
６
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
８５

２
％下

水
道
事
業
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】　
億
６
３
７
６
万

２７

９
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
５
０

２３

２
３
万
３
千
円
▼
収
入
率
＝　
・
８５

０
％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
３
４

２５

０
４
万
５
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
９１

７
％
　
※
予
算
総
額
に
対
す
る
執
行
率

は
、
い
ず
れ
も　
年
３
月
末
日
現

２９

在
の
も
の
で
す
。
１
年
間
の
決
算

は
、
現
金
の
未
収
・
未
払
い
の
整

理
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
「
出
納
整
理
期
間
（
４
月
１
日

～
５
月　
日
）」後
に
確
定
し
ま
す
。

３１

　
詳
し
く
は
財
政
課
☎
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

　
市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
東
久

留
米
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
　
同
協
議
会
で
一
緒
に
協
議
を
す

る
「
市
民
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
で
、

任
期
中
の
会
議
（
平
日
の
日
中
）

に
出
席
で
き
る
方

　
【
任
期
】　

月　
日
（
月
）
か
ら

１０

１６

２
年
間

　
【
募
集
人
員
】
３
人
以
内

　
申
し
込
み
は
７
月　
日
（
金
）

１４

ま
で
に
（
必
着
）、「
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

対
策
」
に
つ
い
て
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
応
募
の
動
機・住
所・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５

５
５
、
市
役
所
防

災
防
犯
課
宛
て

郵
送
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
（bosa

ibohan@
city.hig

ashikurume.lg.j
p

）
で
送
信
を
。

　
※
選
考
結
果
は
、
８
月
中
に
通

知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
原
稿
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
防
災
防
犯
担
当

☎
４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

東
久
留
米
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、

ど
な
た
で
も
市
長
が
作
成
し
た
報

告
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
【
閲
覧
で
き
る
報
告
書
】資
産
等

補
充
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
、

関
連
会
社
等
報
告
書

　
【
閲
覧
期
間
】７
月
３
日（
月
）か

ら
。
時
間
は
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
と
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
【
閲
覧
場
所
】総
務
課（
市
役
所

４
階
）

　
※
７
月
３
日
（
月
）
以
降
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま

す
。
　
詳
し
く
は
同
課
庶
務
担
当
☎
４

７
０
・
７
７
１
４
へ
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
す

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
す
るる

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
のの

軽
減
に
つ
い

軽
減
に
つ
い
てて

　
生
計
が
困
難
な
方
や
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
都
や
市
区
町
村
に
申
し
出
た

事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
【
軽
減
内
容
】介
護
サ
ー
ビ
ス
に

掛
か
る
費
用
の
利
用
者
負
担
・
食

費
・
居
住
費
（
部
屋
代
）
の
各
負

担
を　
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

２５

者
は　
％
）
軽
減
。
生
活
保
護
受

５０

給
者
は
居
住
費
（
部
屋
代
）
負
担

の
み
軽
減
（
全
額
）

　
【
対
象
と
な
る
方
】次
の
①
～
⑤

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
ま
た
は

生
活
保
護
受
給
者　
①
市
民
税
・

都
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
年
間
収

入
が
１
人
世
帯
の
場
合
は
、
１
５

０
万
円
（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る

ご
と
に　
万
円
を
加
え
た
額
）
以

５０

下
②
世
帯
の
預
貯
金
な
ど
の
額
が

１
人
世
帯
の
場
合
は
、
３
５
０
万

円
（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
１
０
０
万
円
を
加
え
た
額
）
以

下
③
日
常
生
活
に
供
す
る
以
外
の

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
④
負
担

能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
⑤
介
護
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

　
既
存
家
屋
に
対
し
て
次
の
①
～

③
の
住
宅
改
修
工
事
を
行
い
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
家
屋

の
固
定
資
産
税
を
軽
減
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
改
修
工
事
完
了
後
、
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
３
カ
月
以
内

に
申
告
が
必
要
で
す
。
軽
減
の
種

類
・
要
件
は
次
の
通
り
で
す
。

　
①
耐
震
改
修
住
宅
軽
減
＝
昭
和

　
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
し
、

５７現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改

修
工
事
（　
万
円
超
）
を
行
っ
て

５０

い
る
こ
と
②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

住
宅
軽
減
＝
新
築
さ
れ
た
日
か
ら

　
年
以
上
を
経
過
し
、　

歳
以
上

１０

６５

の
方
、
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
、
お
よ
び
障
害

を
お
持
ち
の
方
が
居
住
す
る
住
宅

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
（
自

己
負
担
が　
万
円
超
）
を
行
っ
て

５０

い
る
こ
と
③
省
エ
ネ
改
修
住
宅
軽

減
＝
平
成　
年
１
月
１
日
以
前
か

２０

ら
存
在
し
、
窓
の
改
修
工
事
を
含

む
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し

た
改
修
工
事
（
自
己
負
担
が　
万
５０

円
超
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と

　
※
軽
減
の
種
類
に
よ
っ
て
、
軽

減
率
や
軽
減
期
間
、
対
象
面
積
が

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
②
と
③
の

み
重
複
し
て
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
平
成　
年
２９

４
月
１
日
～　
年
３
月　
日
の
間

３０

３１

に
完
了
し
た
①
ま
た
は
③
の
改
修

工
事
で
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」

に
該
当
し
た
場
合
は
、
軽
減
率
が

優
遇
さ
れ
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】
こ
の
軽
減
制
度
は

「
家
屋
の
固
定
資
産
税
」
の
み
が

対
象
で
す
。
土
地
・
償
却
資
産
の

固
定
資
産
税
、
土
地
・
家
屋
の
都

市
計
画
税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
課
税
課
家
屋
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線

２
３
４
２
～
２
３
４
４
）
へ
。

国
民
年
金
保
険
料 

「
５
年
後
納
制
度
」の

申
し
込
み
に
つ
い
て

　
　
年　
月
１
日
～　
年
９
月

２７

１０

３０

　
日
の
３
年
間
限
り
の
特
例
と

３０し
て
「
５
年
後
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
過
去

５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、
将
来

の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。

　
８
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
受
給

資
格
期
間
が　
年
か
ら　
年
に
短

２５

１０

縮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
未
納

分
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
年
金
の

受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

年
金
事
務
所
で
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　
【
利
用
で
き
る
方
】

　
①　
歳
以
上　
歳
未
満
で
５

２０

６０

年
以
内
に
未
納
期
間
（
免
除
以

外
）
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

　
②　
歳
以
上　
歳
未
満
で
①

６０

６５

の
期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入
中

に
未
納
期
間
が
あ
る
方

　
③　
歳
以
上
で
老
齢
年
金
の

６５

受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中

の
方
な
ど
（　
歳
以
上
で
老
齢

６０

基
礎
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る

方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

東
久
留
米
市
総
合
教
育
会
議

　
　
年
４
月
に
「
地
方
教
育
行

２７
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
首
長
は
、
首
長
と

教
育
委
員
会
で
構
成
さ
れ
る
総
合

教
育
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
の
４
月　
日
に

２８

開
催
さ
れ
た
総
合
教
育
会
議
に
お

い
て
、「
確
か
な
学
力
の
育
成
に
つ

い
て
」
を
議
題
に
、
南
町
小
学
校

６
年
生
の
算
数
の
習
熟
度
別
学
習

の
授
業
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
授

業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
の
習
熟

度
に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
や
か
な

内
容
で
、
自
ら
が
考
え
、
そ
し
て

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
解
答
を

導
き
出
す
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
理
解
で
き
ず
に
つ
ま

ず
く
こ
と
を
防
ぎ
、
理
解
で
き
る

児
童
は
さ
ら
に
伸
び
る
可
能
性
を

引
き
出
す
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
ク
ラ
ス
で
も
、
児
童
の
目
が
輝

き
、
積
極
的
に
授
業
に
参
加
し
て

い
る
姿
勢
が
そ
の
成
果
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
、
当

市
の
独
自
授
業
で
も
あ
る
国
語

力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
学
習
事
業

の
参
観
の
た
め
に
第
六
小
学
校

へ
伺
い
ま
し
た
。
考
え
る
力
、

表
現
す
る
力
の
基
本
と
な
る
国

語
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
い

ろ
い
ろ
と
授
業
が
工
夫
さ
れ
、

ま
た
教
員
同
士
で
も
切
磋
琢
磨

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
読
み
、
書
き
、

そ
し
て
理
解
し
、
話
し
て
伝
え

る
こ
と
な
ど
を
、
児
童
が
そ
れ

ぞ
れ
考
え
な
が
ら
習
得
し
て
い

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
中

学
生
に
も
そ
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
未
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
学
ぶ
姿
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

市長

369億2,230万8千円369億2,230万8千円369億2,230万8千円

356億1,279万4千円356億1,279万4千円356億1,279万4千円
66億9,165万8千円

53億8,214万4千円

予算総額に占める収入・支出済額と
収入・支出予定額

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

既
存
の
家
屋
に
関
す
る

固
定
資
産
税
の
軽
減
制
度
に
つ
い
て

市
長
の
資
産
等
報
告
書
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

「
東
久
留
米
市
安
全

「
東
久
留
米
市
安
全
・・

安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」」

市
民
委
員
を
募
集
し
ま

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
すす

　

年
度
下
半
期

２８


